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研究成果の概要（和文）：　位置情報システムであるRFID（無線周波個体識別）技術を用いて，公共図書館利用者の情
報探索行動について調査を行った。その結果，ゾーンごとの滞在時間や滞在経路などのデータを得ることができた。例
えば，滞在時間は3分の１以上の利用者が３０分未満と短い一方で，１２０分を超える利用者が約７％と少ないながら
も存在する。また滞在場所は，約８０％が，一般図書ゾーンであり，インターネットや契約データベース利用を含むコ
ンピュータゾーンの滞在時間が８％にも満たないこと等が明らかになった。今回採用した手法から，図書館利用者の情
報探索行動を説明するために必要なデータを得られることを確認した。

研究成果の概要（英文）：To analyze the information-seeking behavior of public library users, an RFID locat
ion identification system was used to collect data on the time users spent in each zone and their travelin
g paths. The results showed that one third of library users stayed in the library for less than 30 minutes
, whereas a few users stayed more than 120 minutes. Users spent about 80% of their time in the general boo
k zone and less than 8% in the computer zone where they could access the internet and databases. It was co
nfirmed that the method can gather sufficiently accurate data to explain library users' information-seekin
g behavior, which will be useful for future studies. 
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１．研究開始当初の背景 
我が国では公共図書館における利用者の

情報提供やそのための利用支援などを含む
情報サービス（レファレンスサービス）はあ
まり活発に行われては来なかった。またそれ
らを効果的に実施するために不可欠な，利用
者研究も乏しい。 
これは公共図書館の利用者がその情報ニ

ーズや使用する情報源に関して大学図書館
とは異なり，多種多様であるためにとらえに
くいことや，手法が確立されていないことな
どが要因と考えられる。 
 
２．研究の目的 

本研究では，公共図書館における利用者の
情報探索行動を解明することを目的とし，近
年開発の進む RFID（無線周波個体識別：
Radio Frequency Identification）の技術を応
用して，利用者が情報探索を行う際の行動軌
跡を記録する。また探索行動に影響を与える
種々の要因について，被験者に対して質問紙
調査も同時に行う。これらの結果得られたデ
ータを分析し，公共図書館の利用者の情報探
索行動の傾向と，それを引き起こす要因を明
らかにする。同時に，RFID の技術を用いた
調査手法の抱える課題，それらを補うことの
できる方法を模索し，詳細なデータを効率よ
く収集できる方法を検討する。 
 
３．研究の方法 
 先行研究や専門家の意見を参考に調査の
設計を行い，2012 年 4月から 5月に東京都千
代田区立千代田図書館9階において利用者調
査を実施した。 
千代田図書館の所蔵する個々の資料には，

RFID タグが貼付されているため，利用者には
タグの電波を受信するためのアンテナを携
帯して館内を移動してもらい，アンテナの取
得したタグの ID から，位置情報を特定し，
利用者の行動軌跡に関するデータとして利
用した。館内のタグの位置を図１に示した。 

図１ 千代田図書館 9階のタグの設置位置 
 
調査期間中に図書館入り口において調査

への協力を承諾した利用者は，アンテナと
PDA（アンテナの取得した情報を蓄積する）
を携帯して図書館を利用した。利用者の退館
時に機材を回収し，図書館利用について質問
紙調査も実施した。 

 
４．研究成果 
 利用者の行動軌跡に関するデータは211件，
質問紙調査は 245 件の有効な標本を得た。両
方有効であった 209 件を分析対象とした。 
このシステムを利用することによって得

られるデータを表１に挙げた。アンテナがタ
グの情報を取得した正確な時刻（秒単位ま
で），タグの貼付された資料の ID，平面上の
座標位置等が得られる。タグの ID と図書館
の蔵書の書誌情報とを照合することで，タグ
の情報だけでなく，資料の書誌データ（タイ
トル，分類記号，館内位置等）も同時に取得
できる。 
 
表１ 取得できる主なデータ項目の例 

 
取得した 209 名分のデータを，館内滞在時

間，移動距離，ゾーンごとの滞在時間，日本
十進分類法の分類記号ごとの滞在時間とい
う項目別に集計した結果を表２～表５に示
した。3分の 1以上の利用者の滞在時間が 30
分未満である一方で，120 分を超える利用者
も存在すること，半数以上の利用者の移動距
離が 600m 未満であること，一般図書ゾーン
の滞在時間が約 80％であること，コンピュー
タゾーンの滞在時間が 5％にも満たないこと
など，全体的な傾向が明らかになった。また
一般図書ゾーンの中でも，主題別に見ると，
文学の分野への滞在時間が最も長いことも
わかる。 
 

表２ 利用者の滞在時間 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表３ 利用者の移動距離 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

滞在時間（分） 利用者数 ％

～29 76 36.2
30～59 60 28.6
60～89 38 18.1
90～119 21 10.0

120～ 15 7.1
Total 210 100.0

距離（m） 利用者数 ％

～199 23 11.0
200～399 51 24.3
400～599 57 27.1
600～799 27 12.9
800～999 23 11.0

1000～1199 13 6.2
1200～ 16 7.6
合計 210 100.0



ゾーン 合計（時：分：秒） %

一般図書 150:44:36 79.3

カウンター 1:03:17 0.6

レファレンス資料 9:14:11 4.9

インターネット/データベース 0:48:28 0.4

雑誌 8:18:52 4.4

その他 19:57:27 10.5

合計 190:06:51 100.0

 
表４ ゾーンごとの滞在時間 

 
表５ 日本十進分類法による主題分野ごと

の滞在時間 

 
 調査によって得られたデータのうち，一人
ずつの利用者の滞在場所に関する情報（X 座
標位置，Y 座標位置，タグのアンテナ取得時
刻）を時系列で平面上に表示すると，その利
用者の館内での移動経路を描くことができ
る（図２参照）。 

図２ 利用者の館内移動経路の表示例 
 
 さらに有効な 209 人分の，この移動経路に
関するデータの統計的な処理を行った。まず，
タグのデータの受信時刻から，各タグごとに
滞留時間を算出し，それをその利用者の，そ
の座標位置への訪問頻度として読み替えた。 
 その結果，図書館内で最も訪問頻度の高い
位置は，旅行関係の資料の配架された書架近
辺であることなどが明らかになった。上位の
座標位置を見てみると，その多くが，実用書
が配架された書架，座席スペースの近くなど
であった（図３参照）。 
 これらのデータから確率密度を算出し描
画したのが図４である。 

 

図３ 図書館内の訪問頻度 
 

図４ 図書館内の訪問頻度の確率密度分布 
 
 確率密度を算出することで，訪問しやすい
位置，訪問しにくい位置の推定が可能になり，
資料の配架やサービス計画に生かすことが
できると考えている。 
 さらに，質問紙調査によって得られたいく
つかのグループごとに行動パターンの違い
を得るために，さらなる分析を進めている。
例えば，滞在中に資料を借りた利用者のグル
ープと借りなかったグループとでは，確率密
度の偏り方に大きな違いがある。これらにつ
いて継続して分析を進める予定である。 
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